
の
人
か
判
ら
な
い
が
、
我
々
三
人
が
い
た
ら
我
々
狼
部
隊
の
歩

兵
将
校
や
患
者
と
会
っ
た
。

我
々
は
単
独
行
動
し
て
い
る
の
で
、

我
々
の
今
ま
で
の
行
動
を
認
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
逃
亡
と

と
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
心
配
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
理
由
を
言

っ
て
そ
の
指
揮
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
先
も
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
連
続
で
、

そ
の
中
で
飯
を
炊
き
、
水
も
見
つ
け
て
四
、
五
日
い
た
。
そ
の

後
、
六
月
二
日
と
記
憶
し
て
い
る
け
れ
ど
、
や
っ
と
連
絡
が
と

れ
た
。

迎
え
に
下
士
官
が
来
た
。

三
人
は
こ
じ
き
同
然
の
姿
だ
っ
た
。

部
隊
は
タ
ト
ン
市
の
ゴ
ム
林
に
い
た
。
本
隊
に
は
、
長
の
松
山

が
先
に
帰
っ
て
、
我
々
三
人
の
様
子
を
報
告
し
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
我
々
の
山
口
の
報
告
と
違
う
と
い
う
。
松
山
は
、
我
々

を
置
き
去
り
に
し
て
実
際
は
、
ビ
ル
マ
人
に
変
装
し
て
逃
げ
て

し
ま
っ
た
か
ら
、
相
当
虚
偽
の
報
告
を
し
て
い
た
ら
し
い
。

そ
の
た
め
長
の
松
山
は
上
官
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
叩
か
れ
た

ら
し
い
。
そ
の
た
め
松
山
は
私
を
う
ら
ん
で
い
た
。
松
山
の
班

長
か
ら
も
う
ら
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。

終
戦
は
ヤ
ダ
チ
ゴ
ム
林
で
聞
い
た
。
十
一
月
ま
で
ム
ド
ン
で

抑
留
さ
れ
た
。
雨
期
に
な
っ
た
の
で
、
今
度
は
マ
ン
ダ
レ
ー
の

王
城
に
抑
留
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
八
月
、
ラ
ン
グ
ー
ン
に

出
て
、
八
月
二
十
二
日
、
宇
品
上
陸
、
復
員
し
た
。

ビ
ル
マ
の
「
狼
」
部
隊
か
ら

方
面
軍
憲
兵
へ
　 

長
崎
県
　
三
宅
一
郎
　 

―
三
宅
さ
ん
の
軍
歴
を
拝
見
す
る
と
、
ビ
ル
マ
に
行
か
れ
南

方
軍
の
憲
兵
隊
で
教
育
を
受
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
昭

和
何
年
徴
集
で
し
た
か
。

私
は
大
正
十
二
年
一
月
十
六
日
、
長
崎
生
ま
れ
で
す
の
で
、

昭
和
十
八
年
徴
集
で
、
徴
兵
検
査
で
は
第
二
乙
種
で
し
た
。
そ

の
時
は
、
パ
ラ
オ
の
南
洋
庁
の
総
務
課
に
勤
務
中
で
、
セ
レ
ベ

ス
経
由
で
ジ
ャ
ワ
へ
行
く
つ
も
り
で
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め

徴
兵
延
期
を
し
な
い
で
内
地
に
帰
っ
た
の
で
す
。

体
格
も
余
り
良
い
方
で
は
な
か
っ
た
上
に
眼
鏡
を
か
け
て
お

っ
た
た
め
第
二
乙
種
で
、
入
営
せ
ず
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の



た
め
、

そ
の
ま
ま
長
崎
県
庁
の
商
工
課
へ
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
十
九
年
三
月
十
一
日
、
教
育
召
集
に
よ
り
、

長
崎
県
大
村
の
歩
兵
第
一
四
六
連
隊
補
充
隊
に
入
隊
、
同
日
第

七
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
こ
で
中
隊
人
事
係
よ
り
経
理
幹
部

候
補
生
に
と
指
示
命
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
幹
部
候
補
の
受

験
を
せ
ず
、
出
来
れ
ば
兵
卒
の
ま
ま
職
業
軍
人
に
な
ら
ず
早
く

帰
っ
て
欲
し
い
と
の
母
の
願
い
で
、

幹
候
志
願
を
断
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
私
は
直
ち
に
人
事
係
よ
り
南
方
要
員
に
さ
れ
ま
し

た
。正

式
な
軍
隊
履
歴
に
よ
る
と

「
四
月
四
日
、
軍
令
甲
第
三
七
号
に
依
り
、
四
月
六
日
歩
兵

第
一
八
八
連
隊
第
七
中
隊
に
編
入
、
教
育
召
集
満
了
に
つ

き
、
六
月
五
日
召
集
を
解
除
し
、
同
日
付
臨
時
召
集
」

と
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
営
内
で
教
育
か
ら
臨
時
へ
と
召
集
が

引
き
継
が
れ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
頃
、
第
四
十
九
師
団
（
狼
）
が
編
成
さ
れ
、
隷
下
の
歩

兵
第
一
五
三
連
隊
が
、
五
月
二
十
七
日
、
軍
令
陸
甲
第
五
九
号

に
よ
り
臨
時
編
成
下
令
と
な
り
ま
す
。
私
は
臨
時
召
集
の
ま
ま
、

そ
の
歩
兵
第
一
五
三
連
隊
へ
転
属
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
で
、

私
の
運
命
が
変
わ
り
、
結
局
ビ
ル
マ
行
き
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

入
隊
し
て
三
ヵ
月
余
の
六
月
十
四
日
、
門
司
を
出
港
、
同
日

朝
鮮
の
釜
山
上
陸
、
列
車
で
北
上
、
十
五
日
に
は
竜
山
着
、
現

地
で
編
成
さ
れ
て
い
た
、
歩
兵
第
一
五
三
連
隊
第
八
中
隊
に
編

入
さ
れ
、
や
っ
と
落
ち
着
い
た
の
で
す
。

竜
山
で
の
編
成
で
は
、
朝
鮮
の
兵
隊
も
一
部
編
入
さ
れ
、
釜

山
、
門
司
と
行
き
、
一
時
上
陸
、
内
地
と
も
こ
れ
で
お
別
れ
か

と
、
七
月
早
々
門
司
港
を
出
帆
し
、
七
日
台
湾
基
隆
寄
港
着
、

九
日
同
港
発
、
い
よ
い
よ
危
険
区
域
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。
潜
水
艦
の
魚
雷
、
空
襲
等
常
に
厳
重
に
監
視
し
つ
つ
の
、

薄
氷
を
踏
む
思
い
の
日
々
で
し
た
。

目
的
地
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
す
。
五
、
六
隻
の
船
団

な
の
だ
が
、
護
衛
の
駆
潜
艇
は
一
隻
だ
け
、
当
時
日
本
の
海
軍

力
も
低
下
し
、
飛
行
機
の
護
衛
な
し
、
と
い
う
裸
同
然
の
航
行

で
す
。
七
月
十
五
日
、
マ
ニ
ラ
へ
入
る
前
、
僚
船
の
油
送
船
が

潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
で
や
ら
れ
た
。
我
々
の
船
は
全
速
力
で
、

マ
ニ
ラ
湾
に
突
込
み
、
と
に
か
く
助
か
っ
た
次
第
で
す
。

七
月
二
十
三
日
、
今
度
は
護
衛
艦
な
し
、
機
を
見
て
単
独
で

仏
印
の
サ
イ
ゴ
ン
へ
直
行
で
す
。
こ
こ
は
一
番
危
険
な
海
域
の



一
つ
で
、
何
時
や
ら
れ
る
か
判
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
我
々
は

船
倉
に
入
ら
ず
、
全
員
デ
ッ
キ
へ
上
が
っ
た
ま
ま
、
魚
雷
監
視

と
、
万
一
の
場
合
の
待
避
の
た
め
で
す
。
自
衛
力
の
な
い
輸
送

船
は
、
攻
撃
を
受
け
れ
ば
、
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
、
唯
沈
没
を
待

つ
だ
け
。
百
発
百
中
や
ら
れ
る
と
覚
悟
し
て
い
た
が
、
二
十
八

日
、
無
事
サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
出
来
た
。

―
こ
れ
か
ら
は
陸
路
、
ビ
ル
マ
入
り
と
な
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
間
の
状
況
を
軍
歴
表
で
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

八
月
二
日
サ
イ
ゴ
ン
出
発
。
九
日
、
泰
仏
印
国
境
通
過
。
十

日
バ
ン
コ
ッ
ク
着
。
バ
ン
コ
ッ
ク
で
十
数
日
待
期
、
二
十
三
日

出
発
。
い
よ
い
よ
、
国
境
通
過
、
泰
緬
鉄
道
に
よ
っ
て
ビ
ル
マ

へ
入
っ
た
。
鉄
道
は
、
峡
谷
に
材
木
で
、
橋
桁
を
組
ん
で
あ
る
。

キ
シ
キ
シ
、
き
し
み
な
が
ら
、
列
車
は
ゆ
っ
く
り
走
る
。
空
襲

も
あ
り
ゲ
リ
ラ
も
い
る
。
危
険
は
毎
日
だ
っ
た
。

九
月
三
日
、
ビ
ル
マ
の
ア
ラ
ン
ミ
ヨ
ー
着
、
同
時
に
部
隊
は

第
三
十
五
軍
司
令
官
の
指
揮
下
に
入
る
。
十
四
日
、
ア
ラ
ン
ミ

ヨ
ー
出
発
、
十
日
間
か
か
っ
て
、
エ
ナ
ン
ジ
ャ
ン
着
、
油
田
警

備
に
あ
た
る
。
十
一
月
十
二
日
ま
で
、
同
地
で
第
十
一
防
衛
管

区
の
防
衛
に
従
事
。
防
衛
と
い
っ
て
も
、
当
時
、
日
本
軍
は
、

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
、
中
国
雲
南
国
境
付
近
の
拉
孟
、
謄
越
や
ミ

イ
ー
ト
キ
ー
ナ
等
の
戦
線
を
整
理
、
撤
退
中
と
い
う
悲
惨
な
状

態
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
私
は
師
団
命
に
よ
り
、
馬
来
の
ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル

に
あ
る
南
方
軍
野
戦
憲
兵
教
習
隊
へ
行
く
よ
う
に
い
わ
れ
た
。

受
験
の
た
め
ペ
グ
ー
へ
黒
砂
糖
を
積
ん
だ
牛
車
の
上
に
乗
っ

て
、
十
一
月
十
二
日
単
独
で
、
エ
ナ
ジ
ャ
ン
出
発
、
チ
ョ
ー
ク

へ
と
向
か
っ
た
。

チ
ョ
ー
ク
着
前
、
ト
ラ
ッ
ク
に
て
再
び
命
令
が
来
て
、
同
日
、

列
車
に
て
憲
兵
候
補
者
と
し
南
方
軍
憲
兵
教
習
隊
に
分
遣
の
た

め
直
ち
に
出
発
す
る
。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
到
着
。
無
事
第

三
中
隊
に
編
入
、
十
日
付
で
、
南
方
軍
憲
兵
教
習
隊
に
転
属
し

ま
し
た
。

教
育
期
間
は
、
正
月
を
挾
ん
で
約
百
日
程
度
で
し
た
が
、
集

中
的
な
教
育
で
、
治
安
、
諜
報
な
ど
、
憲
兵
の
職
務
を
中
心
と

し
、
密
度
の
高
い
も
の
で
し
た
が
、
私
も
相
当
頑
張
っ
た
つ
も

り
で
す
。
そ
の
た
め
か
、
二
十
一
人
の
代
表
と
な
り
モ
ー
ル
メ

ン
憲
兵
隊
に
申
告
す
る
な
ど
で
、
結
局
私
と
他
一
人
が
ビ
ル
マ

モ
ー
ル
メ
ン
隊
本
部
に
残
り
、
他
の
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
分
遣
隊



へ
配
属
に
な
っ
た
。

隊
内
で
の
食
事
等
は
比
較
的
良
く
、
警
備
隊
の
衛
兵
所
の
巡

察
な
ど
も
行
い
、
同
じ
階
級
で
も
、
他
兵
科
の
者
が
向
こ
う
か

ら
先
に
敬
礼
す
る
な
ど
色
々
で
し
た
。
憲
兵
は
下
士
官
に
な
る

と
、
職
務
上
か
ら
、
大
尉
ま
で
取
り
調
べ
る
権
限
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
他
兵
科
の
者
は
一
応
敬
意
と
い
う
よ
り
敬
遠
し
て
い

た
の
で
し
よ
う
。

そ
の
後
、
緬
甸
方
面
憲
兵
隊
転
属
、
四
月
七
日
、
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
出
発
。
二
十
日
、
泰
緬
国
境
通
過
。
二
十
四
日
、
モ

ー
ル
メ
ン
着
。
と
同
時
に
緬
甸
で
実
施
中
の
「
克
作
戦
」
に
参

加
し
た
の
が
五
月
三
十
一
日
ま
で
で
し
た
。

―
終
戦
と
な
る
と
、

憲
兵
隊
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
辺
の
状
況
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

終
戦
に
な
り
、
憲
兵
は
モ
ー
ル
メ
ン
刑
務
所
に
投
獄
さ
れ
た
。

軍
属
や
補
助
憲
兵
は
、
一
寸
取
調
べ
ら
れ
帰
さ
れ
た
。
我
々
は

刑
執
行
を
覚
悟
し
て
い
た
。
獄
中
で
の
給
与
は
、
食
料
半
減
、

い
っ
ぺ
ん
に
殺
さ
ず
、
苦
し
め
な
が
ら
、
じ
わ
じ
わ
殺
す
た
め

な
の
か
餓
死
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
を
横
隊
に
並
べ
首
実
験
の
た
め
、
多
く
の
住

民
が
見
え
、
一
人
一
人
、
顔
を
調
べ
て
通
る
。
指
を
さ
さ
れ
た

ら
、
直
ぐ
独
房
へ
連
れ
て
い
か
れ
る
。
刑
死
は
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
ん
な
関
門
を
通
っ
て
、
我
々
は
モ
ー
ル
メ
ン
か
ら
ラ
ン
グ

ー
ン
刑
務
所
ま
で
送
ら
れ
た
。
こ
れ
で
「
し
ゃ
場
」
の
見
納
め

か
と
思
っ
た
。
原
住
民
の
う
ち
に
は
、
作
戦
中
、
ス
パ
イ
容
疑

な
ど
で
拷
問
を
か
け
ら
れ
た
怨
み
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
ま
た
戦

勝
国
民
と
し
、
日
本
軍
人
、
特
に
憲
兵
は
仇
を
討
た
れ
た
こ
と

も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
間
違
っ
て
罪
人
に
さ
れ
た
者
も
い
た
。
当

時
、
憲
兵
は
、
軍
事
、
司
法
警
察
権
を
持
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

そ
の
反
動
は
大
き
か
っ
た
と
推
察
す
る
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
我
々
は
、
も
う
生
き
て
故
郷
に
は
帰
れ

な
い
と
、
二
年
余
り
獄
に
い
た
。
刑
務
所
の
中
で
の
生
活
は
、

一
応
の
労
役
と
い
う
よ
り
使
役
は
あ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
長
い
露
天
の
浴
槽
に
、
ド
ラ
ム
罐
を
半
分
に
切
っ
た
桶
に
水

を
汲
み
、
担
い
で
入
れ
る
。
そ
れ
で
水
浴
す
る
わ
け
で
す
。
草

む
し
り
、
便
所
掃
除
。
巡
察
が
来
る
と
作
業
を
止
め
て
敬
礼
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
業
が
終
わ
れ
ば
、
手
作
り
の
麻
雀

（
パ
イ
は
自
製
）
を
や
っ
た
り
、
和
歌
、
俳
句
な
ど
、
檻
の
中



で
も
、
諦
め
な
が
ら
の
生
活
で
し
た
。

そ
の
う
ち
に
戦
犯
の
身
は
解
か
れ
、
ア
ー
ロ
ン
キ
ャ
ン
プ
へ

移
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
プ
に
て
戦
後
の
日
本
の
「
リ
ン
ゴ
の
唄
」

等
を
聞
い
て
感
激
し
ま
し
た
。

老
い
し
身
に
　
む
ち
打
つ
励
む
　
待
つ
母
の

姿
偲
び
て
　
涙
く
も
ら
ん

の
短
歌
を
見
て
、
ま
す
ま
す
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
、
こ
れ
で
、

生
き
て
帰
れ
る
と
思
う
と
涙
が
出
た
。
内
地
へ
の
手
紙
は
、
刑

務
所
に
い
る
こ
と
は
書
く
と
検
閲
で
ひ
っ
か
か
る
の
だ
が
、
私

は
抑
留
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
書
い
た
。
家
で
は
、
と
に
か
く
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
っ
て
い
た
。
母
は
毎
日
不
動
様
に

生
還
を
祈
っ
て
い
た
と
い
う
。

昭
和
二
十
二
年
八
月
、
最
後
の
引
揚
船
「
平
安
丸
」
に
乗
船

し
、
三
年
二
ヵ
月
ぶ
り
に
佐
世
保
に
上
陸
、
復
員
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

―
そ
の
他
、
特
に
思
い
出
と
し
て
残
る
こ
と
は
。

家
に
母
を
残
し
、
母
も
毎
日
私
を
案
じ
、
心
安
ま
る
こ
と
は

無
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
私
は
狼
兵
団
（
第
四
十
九
師
団
）

と
い
う
ビ
ル
マ
戦
末
期
、
方
面
軍
の
撤
退
救
出
と
い
う
任
務
を

持
っ
た
部
隊
に
召
集
さ
れ
、
多
く
の
戦
没
者
の
中
に
入
ら
ず
、

我
々
一
個
師
団
の
う
ち
五
〇
〇
名
有
余
が
残
り
帰
国
出
来
た
。

ま
た
、
戦
後
、
生
き
て
還
れ
な
い
憲
兵
と
し
、
首
実
験
で
死

刑
に
も
な
ら
ず
。
刑
務
所
生
活
で
も
、
一
日
ミ
ル
ク
缶
一
杯
の

重
湯
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
野
菜
と
い
っ
て
い
た
雑
草
の
副
食
、
蠅
が

入
っ
た
ミ
ル
ク
。
生
き
て
帰
る
こ
と
の
み
に
望
み
を
托
し
て
い

た
毎
日
。

終
戦
時
の
モ
ー
ル
メ
ン
で
の
異
常
な
暴
徒
の
中
、
一
応
軍
刀

を
下
げ
て
巡
察
を
し
て
歩
き
、
事
な
き
を
得
た
こ
と
。
戦
場
の

悲
惨
さ
な
ど
、
併
せ
て
思
い
浮
か
べ
る
と
、
戦
争
は
し
て
は
な

ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
争
を
知
ら
な
い
、
そ
の
苦
し
み
を
知
ら
な
い
今

の
一
部
の
若
い
人
た
ち
の
、
愛
国
心
の
欠
如
、
親
や
目
上
の
者

を
敬
わ
な
い
。
金
さ
え
あ
れ
ば
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
、
他
は

ど
う
で
も
よ
い
と
か
。
こ
の
ま
ま
で
、
果
た
し
て
日
本
国
は
こ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
事
を
考
え
る
日
々
で
あ
る
。




